







































































次産業従事者は29 . 7ポイント増加し、24 . 4％
になった。農家数も専業・一種兼業農家が大
幅に減少し、第二種兼業農家が増加している。
一宮地区は、大規模工場がある袋井市、磐田
市と接していて就労先が見つかりやすく、第
一次産業から第二次産業へとシフトしやす
かった。これにより15歳から39歳の人口流出
が抑えられたと考えられる。
これらに加えて、「森の祭り」というお手
本が屋台建造のきっかけになった。「森の祭
り」は、11月の 1日から 3日にかけて森町森
地区で行われている祭典である。屋台引き回
し、舞児還し、神輿巡行などが行われる。屋
台引き回しは江戸中期にはほぼ現在と同じよ
うに行われており、その後昭和49年の大改革
を経て現在の姿になった。「森の祭り」と一
宮地区祭典の共通点は屋台の形状、お囃子、
「社」や大当番という呼び名、運営組織などで、
相違点は舞児還しや神輿の巡行が行われてい
ないこと、共通の神社ではなく各氏神社の祭
典をそれぞれの町内会で行っていることなど
である。これらから、一宮地区祭典は「森の
祭り」の屋台引き回しの部分だけを旧来の氏
神者祭典に取り込んだものといえる。昭和30
年の森町合併時の理由にあるように、商業都
市であった森町と一宮地区の間には古くから
往来があり、また親戚や知人がいることで参
加、見学していた。これらから森の祭りへの
憧れは強く、とくに青年たちにとって勇壮な
屋台引き回しは魅力的で、一宮地区祭典でも
屋台を建造し引き回そうという機運につな
がった。
こうして、就業状況の変化によって青年層
が他出せず町内にとどまるとともに、周辺地
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域の情報を得やすくなったこと、そして「森
の祭り」の影響を受け一宮地区祭典は大きく
変化した。
最後にⅣ章では、『片瀬町内会屋台作り趣
意書』（昭和50年12月）から一宮地区祭典で
の屋台引き回しの持つ意義について考察する。
趣意書に「一層の住民相互の和を培うことを
願」い、「町内子供達の健全な成長と青年諸
氏の郷土愛が益々深まることを期待」すると
あるように、当初から屋台建造の目的は町内
会の発展と団結力を高めること、町内会への
愛着にあった。同時期に一宮地区内 5町内で
屋台建造が始められたことから対抗意識も
あったと思われる。このように、もともとは
氏神神社の祭典で宗教行事として行われてい
たところに屋台引き回しが取り入れられたの
であるが、その目的は宗教的というよりも、
地域社会のまとまりを求めるものだった。
本論文では、一宮地区祭典の変革の経緯や
それらを促した環境について述べてきた。こ
のようにしてできた祭典は、祭典の本来の姿
である宗教行事とは違う、地域社会のつなが
りという役割を果たしている。森町、一宮地
区ともに人口の減少や高齢化が懸念されてい
る。祭典運営を含め町内活動などの面で厳し
くなることが予想されるが、祭典が持つ新た
な意味、力を活かして地域の衰退を防ぎ、祭
典が継続されていくことを希望する。
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